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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

人 権 問 題 の 解 決 の た め に

●日常の思い込みや偏見をなくして

　いきましょう　　　　　　　

　「女のくせに料理もできないの

か」、「年寄りのくせにそんな派手な

服を着て」、「こどものくせに生意気

なことを言うな」などと言うことは

ありませんか？　これらは、日常生

活の中でつい何気なく交わしがちな

言葉のひとつです。

　しかし、よく考えてみると、これ

らには「女は料理ができるものだ」、

「年寄りは地味にしておくものだ」、

「子どもは素直に言うことを聞くも

のだ」などといった思い込みがひそ

んでいます。一人一人の個性を見る

のではなく、集団やグループをひと

まとめに考え、固定的にレッテルを

貼ってしまうのは、偏見や差別につ

ながります。

　偏見は、科学的な根拠のない話や

うわさなどを安易に受け入れ、物事

を一面的にしか見ずに、よく確かめ

ようとしなかったり、自分自身で考

え、判断しなかったりする態度から

生まれます。

　思い込みや偏見をなくすには、物

事を正しく見ようとする意欲、相手

の立場や気持ちを分かろうとする姿

勢、物事を表面的にとらえずに深く

掘り下げるものの見方を持つことが

大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　「熊本県人権研修テキストⅣ」
　　　　　　　　　から抜粋　　　

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　klg110@town.kosa.lg.jp

　
水
墨
画
講
座
で
は
、
９
月
４

日
（
水
）
〜
14
日
（
土
）
美
里

町
砥
用
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
８
回
目
を
迎
え
た
水
墨
画

作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
短
冊
か
ら
大
型

50
号
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
き

さ
の
作
品
40
点
が
展
示
。
今
年

世
界
文
化
遺
産
に
な
っ
た
富
士

山
と
三
保
の
松
原
、
イ
タ
リ
ア

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
本
町
の
や

な
場
、
水
車
や
季
節
の
花
・
果

物
な
ど
、
自
然
の
絶
景
を
切
り

取
っ
た
よ
う
な
場
面
や
風
物
の

遠
近
感
や
陰
影
を
、
墨
の
濃
淡

で
表
現
。
水
墨
画
の
特
徴
を
存

分
に
生
か
し
た
作
品
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
、
見
学

に
訪
れ
た
人
々
を
堪
能
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　
水
墨
画
講
座
は
、毎
月
第
２
・

４
金
曜
日
に
、
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
研
修
室
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
９
月
の
子
ど
も
講
座
は
、
21

日
（
土
）
町
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
く
ま
モ
ン
の
お
に
ぎ

り
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
ひ
ま
わ
り

な
ど
の
キ
ャ
ラ
弁
を
作
り
ま
し
た
。

　
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
ひ
ま
わ
り
は

包
丁
で
飾
り
切
り
を
し
て
、
花

び
ら
の
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
け
が

を
し
な
い
よ
う
に
慎
重
に
包
丁

を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
く
ま
モ
ン
の
お
に
ぎ

り
は
円
形
の
お
に
ぎ
り
を
の
り

で
巻
き
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
や

カ
ニ
か
ま
を
使
っ
て
表
情
を

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
小
学
生
は
、「
か

わ
い
い
く
ま
モ
ン
が
で
き
て
食

べ
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
で

持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

水
墨
画
作
品
展
を
開
催

▼

公
民
館
自
主
講
座

く
ま
モ
ン
キ
ャ
ラ
弁
作
り

▼

主
催
講
座
「
子
ど
も
講
座
」

▲美里町を会場に開催された第

８回水墨画作品展

▲くまモンのキャラ弁作りに挑

戦する子どもたち

▲

公民館主催講座のご案内

　第２回「絵手紙教室」

●日時　

　10月18日（金）午前10時〜正午

●場所　

　町生涯学習センター研修室

●内容　

　秋満載のごあいさつ

●講師　

　久保幸子さん

●参加料　

　300円

●準備物　

　季節の画材（果物、 野菜、 花な

ど）、 ポケットティッシュ、 新　

聞紙、 ヨーグルトの空き容器　　

（水入れ）２個

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線323）
　klg110@town.kosa.lg.jp
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